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（令和7年12月5日　午後2時55分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

通告の10、佐藤武雄議員。 

 

1、上水道事業について 

2、下水道事業について 

3、水利権について 

4、保育園の今後について 

 

議席番号7番、佐藤武雄議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　議席番号7番、佐藤でございます。まず水道事業について伺いたい

と思います。まず水は液体、そして固体、気体とこれを水の三態変化というそうでござ

います。そして私たちの生活にはなくてはならないもの、そして私たちの体もほとんど

水でできているということでございます。そこでまず、上水道事業について伺いたいと

思います。水質汚濁防止法で水質基準が定められておりますが、水道事業の将来的なこ

とについて、少子化、それから管路の老朽化、こういうことを踏まえた上での答弁を、

町長によろしくお願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま水道事業についてということで、佐藤議員からのご質問が

ございましたので、それに対してお答えを申し上げます。水道事業に関しましては、令

和6年度において「水道事業基本計画」並びに「信濃町水道事業ビジョン」を作成いた

しました。この中では、3点ほど理想像として掲げておりますが、まず1点目は「持続

可能な水道事業の運営」、2点目といたしまして「安全な水の供給」、3点目でございます

が「災害に強い強靭な水道」、この3つを理想像として掲げたところでございます。その

一方で、将来の健全な水道事業の運営に向けた課題といたしましては、議員もご指摘の

とおり、施設の老朽化が進行している。そしてまた人口減少という、2つの課題が重な

っている中で、施設の適切な維持と更新に要する経費の確保、体制の整備が大きな課題

として挙げられております。その詳細につきましては、担当課長から答弁させていただ

きます。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　それでは引き続き答弁させていただきます。信濃町におけ

る、将来給水人口及び給水量の推計は、令和6年度末の行政人口は7462人から、令和

20年度には5281人、令和25年度には4645人となり、令和6年度から20年間に約38

パーセントの人口減少が予想されています。このように人口が減少し、水道事業に必要

な人材やコストの確保が難しくなると見込まれる中で、持続可能な水道事業の運営のた
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め、老朽化した配水池系統の統合により、効率的な経営を図りながら、事業継続に必要

な料金体系についても検討いたします。また、職員数の減少に対応するため、水道メー

ターのIOT化やデジタル活用による業務の効率化を進め、水道事業の専門的知識や技術

継承を図り、安定的で安全な水の供給に努めてまいります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　水質汚濁防止法で水質基準が定められているわけですが、昨年の課

長の答弁で、Pfos・Pfoaには町の水には検出されなかったということですが、耐塩素性

微生物のクリプトスポリジウム、そして塩素消毒によって生成されるトリハロメタン、

こういうものはオゾンの生物処理が必要だと言われておりますが、私10年ぐらい前に鬼

の釜水源は、ちょっとそういう物質が基準値よりも高いということで質問したことがあ

るのですが、その後どのような水質管理をされているか伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　議員の質問にお答えさせていただきます。水道事業におき

ましては、水道法第4条に基づき、水質基準である51項目について検査をしているとこ

ろであります。そちらの中で、今議員ご指摘のありました、度々注目されますクリプト

スポリジウム等の水道の混入につきましては、今のところ町の中では発生していないよ

うな状況でありまして、その他、議員の言われましたPfos・Pfoaにつきましても、現在

のところ検出はされておりません。Pfos・Pfoaにつきましては、国や県から現状を把握

するようにということの通知がありまして、令和5年度から継続して検査を実施してお

ります。現在のところ出ておりません。なお、令和8年4月からは、Pfos・Pfoaともに

水質検査基準の項目に加えられるということになっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　今後と品質管理をよろしくお願いいたしたいと思います。それでは、

3番目の現在の水道水源、そして浄水場、配水池、それから本管支管の懸案箇所、これ

についてお聞きしたいと思いますが、昨日同僚議員が質問しました富が原の配水池、深

井戸での配水池なんですが、マンガンが落合地区で出て、これでもう町の方では「切り

替えが無事完了し、問題が解決したものと認識しておる」という回答を出したと言われ

て、私のところにこのメモが来たんですが、今総務産業常任委員会で、この請願を継続

審査しているところなので、その辺大変どういうことかなということなんですが、我々

町が改善に努力していることはすごく評価します。ですから、終われば終わったでいい

んですが、恐らく富が原の水源地といいますか、深井戸のところのマンガンとか鉄分を

除去しても、最終的な溜まるところは恐らく落合のその辺だと思うんですね。ですから、

やはり敷設替えをやらなければ、やはり最終的な駄目だと思うんですが、その距離とか、

それからいろいろ調べることがあると思うんですが、その辺の考えはいかがでしょうか。 
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●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　老朽化に関してなんですが、現在のところ今年度におきま

しては、ちょっと落合地区とはかわってしまうんですが、今年度600メートルほどの石

綿管を改修しております。そういった古い管から徐々にやっていく予定でおりまして、

今ほどありました落合地区につきましても、敷設後50年以上経っている、管の耐用年数

も近い、あるいは過ぎているという観点からも、徐々に古い管から敷設替えをしていく

予定でおります。そのような答弁とさせていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　今、総務産業常任委員会で継続審査になっていますので、請願者と

ともに交えて、いろいろ協議する場をもっていただければいいんじゃないかと思ってお

ります。それでは次に移りたいと思います。昭和42年に公害対策基本法が施行されまし

て、都会では下水道が整備されてきました。それで、平成5年に環境基本法が施行され、

地方でも下水道整備がなされてきました。海岸では漁業集落排水事業、そして農山村で

は農業集落排水事業が行われてきておるわけでございます。昨年来、大分柄澤総務課長

が課長時代に、処理場を更新するのはお金がかかるし、個別的な合併浄化層をここに入

れたいと、1年間そういう協議をしてまいりました。昨年の11月頃までやられたわけで

すが、古海も平成6年に供用が開始され、今年で31年になるということなんですが、今

後方向で、どういういろいろな手続きもあると思うんですが、柄澤総務課長は黒田建設

課長の方へ引き継ぎといいますか、どういう形でやられたのか、それを伺いたいと思い

ます。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　前任の課長から引継ぎを受けまして、昨年度古海で3回説

明をさせていただきまして、その中でその方向性について、町の方でも改めて審議会等

に諮って、町全体の課題として見直す必要があるのではないかということで、先月末ま

でに全4回の下水道審議会というのを行っております。その中で、最終的な審議の結果

は来月予定をしておりますので、その審議の結果を見まして、また皆様に新たにお示し

ができればなと考えておりますので、もうしばらくお待ちいただければと思っておりま

す。また参加者の方につきましては、各区長でありますとか、観光協会ですとか、商工

会の会長さん等も参加していただきまして、現在やっているところであります。以上で

す。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　これはあれですか、例えば古海農集、それから菅川の特別環境保全

公共下水道そして、富濃、富士里といくと思うんですが、そういう人たちはまだ交えて

ないということでよろしいでしょうか。 
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●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　各区長さんですので、柏原ですとか野尻、荒瀬原、古間、

富士里はちょっと参加いただいてないんですけれども、信濃町にある区長と名のつく方

につきまして、すみません、熊坂の区長さんにも出ていただいていますので、そういっ

た区長さん全員には声をかけているところであります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　その会議には現在、個別排水処理施設を個別の、例えば熊坂とか落

合から仁之倉、熊倉、赤渋ですか、それから古海の一部、そういう人たちは関係ないと

言えば関係ないでしょうけど、結局一緒に組合に入るような形になると思うんですが、

その辺の考えはいかがでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　新たな合併浄化槽の管理の方法についても、審議会の方で

お諮りしまして、どういった管理が今後望まれるのかということも、アドバイザーの先

生のお話も聞きながら、他町村の状況も見ながら、総合的に判断していただいていると

ころでありまして、浄化槽だけ取り残すということはないように考えております。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　農業集落排水事業は農水省、そして特別環境保全公共下水道、菅川

ですね、これは環境省だと思うんですが、その辺の引継ぎといいますか、変更といいま

すか、そういうことは何ら問題にはならないのでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　議員の質問としましては、農業集落排水事業を廃止して、

合併浄化槽にした場合の補助金の絡み等の話だと思われます。そちらに関しましては、

当該官庁に個別に相談に行きまして、どういった方法がいいか、またもう少したちます

と国交省、公共下水道と言われる部分、あと農業集落排水事業、漁業排水事業といった

農林水産省の所管と、あと合併浄化槽である環境省と、全体を掌握しようとしている総

務省と、4省の方で今そういったマニュアルを作成中と伺っていまして、それが出るこ

とによって事業が更にスムーズに進んでいくのではないかと考えておりまして、まだそ

のマニュアルについては出ていない状況ですので、何とも言えない状況であります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　またそういう進展がありましたら、お知らせいただきたいと思いま

す。それから今から、下水道の管路は50年以上もつということなんですが、これの今後
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の処理、それから通告にもありますが、公共の下水道管の洗浄なんかは考えておられる

のか、また今までやっているのかちょっと伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　下水道管の耐用年数につきましては、議員おっしゃったと

おり一般的には50年と言われております。また、町内の下水道の最大の管の大きさは、

直径500ミリ、50センチであります。メインの管につきましては、200ミリ、20センチ

ということで、ちょっと小さいもので、今まで管の洗浄というのは閉塞等が起きていな

いためやっておりません。ですが、その他マンホールポンプと呼ばれている部分につき

ましては、どうしても1回溜まってその中で混ざってしまうということがありますので、

そこにつきましては、定期的に監視をしながら洗浄を行って、中に白い油の塊みたいな

のができるんですが、それも吸引しながらポンプ場をきれいにしているところでありま

す。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　それでは次に行きたいと思います。水利権について、町内の水道の

一部には、河川の漂流水を使用しているところもあると思います。都市部では大方、水

道は河川の70パーセントを原水としていると、あと地下水を使用しているところは26

パーセント、その他の4パーセントということなんですが、一級河川は国土交通省です

か、二級河川が県知事の許可の必要だと言われております。町内の灌漑用水、水力発電、

それから養魚、また既得水利権など、現状認識を町長に伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　町内における水利権の状況についてのお尋ねということでございま

す。現時点において知りうる限りの回答となりますが、ご了承いただければと思います。

まず、最初に水道水につきましては、町内全域に19箇所取水、あるいは水源として、そ

のうち7つの水源について契約書、覚書等を交わしているところでございます。まず最

初に柏原水源、これは弘法清水と呼ばれる湧水でございますが、これにつきましては昭

和27年9月に、伝九郎堰用水組総代、そしてまた柏原村受益者代表、信濃尻村村長、柏

原村村長と、それぞれ一部引水に関する覚書を締結しております。続きまして野尻水源、

これは議員ご指摘の鬼の釜湧水でございますけれども、これについても昭和38年12月

に、黒姫養鱒場と信濃町長が引水に関する契約を締結しております。3つ目は富士里水

源、これは双子山湧水と呼ばれるものかと思いますが、これにつきましても昭和31年7

月に、信濃村長から稲付組総代宛に一部占用についてのお願い文を提出し承諾を得てお

ります。4つ目は熊坂水系、これは長範山湧水と言われているものでございますが、こ

こについても昭和49年11月に、長範山開発業者、それから本道川水利利用者代表、信

濃町長の間で、湧水の使用に関する同意書を交わしております。以下古海水道、これは

中ノ沢湧水に関して、また高沢水道、これは沢入湧水について、また菅川水道につきま

しても、それぞれ同じような覚書、あるいは承諾書等を頂く中で、水の利用についての
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権利を特定させていただいております。次に、野尻湖に関しましては、野尻湖は長野県

が指定する一級河川に当たりますので、県の管理となります。水の利用に関しましては、

江戸時代初期からの水利用に基づく慣行水利権をベースといたしまして、農業用水に関

しましては新潟県の関川水系土地改良区に、また発電用水といたしましては東北電力に、

それぞれ水利権が付与されております。なお、野尻湖に関しましては、長野市が水道水

源としての水利権を有しておりましたけれども、平成17年に廃止されたところでござい

ます。続いて鳥居川に関しましては、こちらも長野県が管理する一級河川でありますけ

れども、鳥居川に流れ込む前の支流の中に、町が管理する普通河川が存在しておりまし

て、下流において発電用に使用されている分については、本町からの許可水利として、

流水占用料として年間250万円余を納入いただいております。このほか、鳥居川に関す

る水利権に関しましては、取水実態など詳細が不明なものも多数ございまして、そのほ

とんどは慣行水利権であるというふうに承知しているところでございます。また、古海

川に関しましては、鳥居川と同様に普通河川である町管理分から、野尻湖へ転流してい

る部分もございまして、これについては流水占用料として先ほどと同様に東北電力から

80万円余を納入いただいているということであります。また、池尻川についても、東北

電力による発電に利用されているということがございまして、長野県から許可を得てい

るということでございます。そのほか、県管理の赤川、斑尾川、町管理の新田川、中の

沢川、山桑川等の河川に係る水利権につきましては、関係者が複雑に入り組んでおりま

して、水利用の実態が詳細には掴めておりませんけれども、町内においては複数のこう

いった水利用がなされており、それぞれ水利権者が状況を把握しながら、水利用を協力

的になされているというふうに承知しているところでございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　今、町長から詳細に伺いました、ありがとうございました。それで

は保育園の今後についてということで、まず保育環境あり方検討委員会の経過を踏まえ

て、教育委員会として、答申までの今後の考え、また方向性をお聞かせいただきたいと

思います。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　保育環境あり方検討委員会の、今後の方向性についてのお尋ねか

と思います。令和6年3月に保育環境あり方検討委員会を設置し、現在までに11回のあ

り方検討委員会を開催してまいりました。現在、提言書の内容について、最終的な協議

を行っているところでございます。令和8年2月末に任期が切れますので、その任期内

に提言書を提出いただけるように検討を重ねておるところで、提言書の方向性につきま

しては、現状の保育環境やそれに対する課題を明らかにし、その課題に対してどのよう

にしていくのが良いかといったことを明記する方向で、検討しております。内容につき

ましては現在検討中でありますので、提言書が提出されましたら、速やかに公表したい

と考えておりますので、よろしくお願いします。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 
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◆7番（佐藤武雄）　また答申が出ましたら、よろしくお願いしたいと思います。それで

は将来を展望して保育士不足などを加味した上で、公設民営化への考えというようなこ

とは考えていますでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　保育園の公設民営化についてのお尋ねでございます。公設民営化

は、行財政改革、行政のスリム化や、多様なニーズへの対応という点でメリットがある

一方で、保育の質の低下や営利優先の運営、職員の労働環境、労働条件の悪化といった

デメリットを抱えているかなというふうに認識しております。これらのことを踏まえま

して、現段階では子どもたちの最善の利益を確保するために、そのためには公立の保育

園での運営が良いのではないかというふうに考えております。よろしくお願いします。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　以上で私の一般質問を終わります。お疲れ様でした。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、佐藤武雄議員の一般質問を終わります。この際に3時35

分まで休憩といたします。 

（終了　午後3時25分）


